
 

 
 
                                                              平成１９年１月２６日 
各      位 

会 社 名  ト ッ キ 株 式 会 社 
代表者名  代表取締役社長 津上健一 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード９８１３） 
問合せ先 執行役員  経営統括部長 鈴木孝文 
電  話 ０３－５２０５－２９０１ 

 

特別損失の発生及び平成１９年６月期業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成１９年６月中間期におきまして、下記の通り特別損失が発生いたしますので、そ

の概要をお知らせするとともに、最近の業績の動向をふまえ、平成１８年８月２３日付「平成１

８年６月期決算短信（連結）」及び同日付当社「平成１８年６月期個別財務諸表の概要」にて発

表いたしました業績予想を下記のとおり修正し、配当予想を修正いたしますので、お知らせ致し

ます。 

記 

１．特別損失の発生及びその内容 

当社は約５年前から多くの台湾企業へ有機ＥＬ製造装置の受注活動と納入をしてまいり

ました。しかし昨年後半から今年に入り、数社の台湾企業が有機ＥＬ事業からの撤退・縮

小ならびに事業の一時停止などが相次ぎ、そのうち２社向けの装置につきまして、当期に

検収及び売上計上を見込んでおりましたが、出荷停止措置をとる可能性が強くなりました。

そのため当社は仕掛品である製造装置の転売先と活用を模索しておりますが、販売にはな

お時間がかかり、監査法人からの指摘もあり、特別損失として計上することと致しました。

なお、この特別損失は１，０８０百万円を計上する見通しとなりました。 

２．平成１９年６月期 中間業績予想の修正 

(１) 連結 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） ５，７１０  △ ４８  △ ５３  

今回修正（Ｂ） ３，３２１  △ １，１１７  △ ２，３０７  

増減額（Ｂ－Ａ） △ ２，３８９  △ １，０６９  △ ２，２５４  

増 減 率 △ ４１．８％  －  －  

 

 

 

 

 



 

(２) 個別 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回予想（Ａ） ３，８８０  △ ５２  △ ５５  

今回修正（Ｂ） １，７１３  △ １，１２９  △ ２，３１４  

増減額（Ｂ－Ａ） △ ２，１６７  △ １，０７７  △ ２，２５９  

増 減 率 △ ５５．９％  －  －  

 

(３) 修正理由 

連結売上高につきましては、主力の有機ＥＬディスプレイ製造装置の受注が、国内・

海外（韓国）パネルメーカーを中心に量産装置の大型化に伴う新規仕様や細部機能の確

定に時間がかかっており、そのため受注までの期間が長期化することで、前期に比べ大

幅な受注減となり、その結果として、３，３２１百万円の見通しとなりました。 

連結経常利益につきましては、前期より取り組んでまいりました経営改革により、原

価の低減と効率化を推進いたしましたが、売上の減少による影響が大きく、１，１１７

百万円の損失となる見通しとなりました。 

連結当期純利益につきましては、上記の理由及び特別損失の発生により２，３０７百

万円の損失となる見通しとなりました。 

 

２． 平成１９年６月期 通期業績予想の修正 

(１) 連結 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） １４，２７０  ３０６  ２７０  

今回修正（Ｂ） ８，４１０  △ ２，０５０  △ ３，２６０  

増減額（Ｂ－Ａ） △ ５，８６０  △ ２，３５６  △ ３，５３０  

増 減 率 △ ４１．１％  －  －  

 

(２) 個別 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ９，６００  ２４６  ２４０  

今回修正（Ｂ） ４，１４０  △ ２，１００  △ ３，３００  

増減額（Ｂ－Ａ） △ ５，４６０  △ ２，３４６  △ ３，５４０  

増 減 率 △ ５６．９％  －  －  

 

 

 

 



 

(３) 修正理由 

有機ＥＬの市場動向におきましては、下期にはａｕからメインディスプレイに有機Ｅ

Ｌを採用したフルカラー・ワンセグ対応の携帯電話（京セラ）をはじめ、複数社から発

売計画が発表されております。今後、国内・海外メーカーの有機ＥＬディスプレイの量

産が加速し、引合・受注は回復すると予測致します。また、当社が開発を進めている有

機薄膜太陽電池製造装置や薄膜ＣＩＳ太陽電池製造装置等も積極的な販売活動を促進し

ておりますが、当社事業の特性上、受注から製造・売上計上までは装置仕様により約６

ヶ月から１０ヶ月と長期間を要するため、通期での連結売上高は８，４１０百万円とな

る見通しとなりました。 

連結経常利益につきましては、前期より取り組んでまいりました経営改革を下期もよ

り強力に推進し、更なる売上原価・販管費の低減と効率化を図ります。しかしながら、

売上の減少による影響等により、２，０５０百万円の損失となる見通しとなりました。 

連結当期純利益につきましては、上記の理由及び特別損失の発生等により３，２６０

百万円の損失となる見通しとなりました。 

 

３． 配当予想の修正 

 

（１）配当予想の修正 

 中間期 期末 年間 

前回予想 ０円 ３円  ３円 

今回修正予想 ０円 ０円  ０円 

（ご参考）前期実績 ０円 ０円  ０円 

 

（２）修正の理由 

当期は復配を目指し、売上目標の達成と業務改革に積極的に取り組んでまいりました

が、収益環境は非常に厳しく、無配とさせていただきます。早期の復配に向け、業務改

革に取り組んでまいります。 

 

４． 下期以降に向けた経営構造改革のための施策 

（１）役員報酬及び従業員給与・賞与の削減、並びに早期退職優遇制度の適用について 

役員、執行役員の報酬を削減いたします。尚、管理職及び一般社員につきましても

賃金の一部削減を実施し、労務費の低減を図ります。また、早期退職優遇制度の適用

及び人員配置の適正な見直しにより、労働生産性を高めます。なお、その効果につき

ましては、下期以降の業績に反映致します。 

（２）本社機能の見附工場への統合について 

    事務所運営費用の経費削減及び全体的な業務効率、並びに生産性の向上を図るため、

本社機能のうち営業部、総務部、財務・経理部を見附工場に統合いたします。それに

より、現本社屋事務所の賃貸借契約は可及的速やかに解約致します。 

 



 

（３）連結子会社との一部業務統合について 

連結子会社との間で共通した管理業務を統合することで、業務効率の向上、及び経

費削減を図ります。 

  （４）一部の工場売却について 

全社的な業務形態の見直しの一つとして、長岡工場の売却によるキャッシュフロー

の改善を図ります。なお、売却に関わる時期等につきましては、確定次第お知らせ致

します。 

（５）ＧＥとの業務提携による新規技術・事業への取り組みについて 

当社は本日付けで「ＧＥグローバル・リサーチセンターと有機ＥＬディスプレイ・ 

有機エレクトロニクス製品等製造向け「ＰＥ－ＣＶＤ膜封止技術及び装置」の共同開 

発及び商業活動に関する業務提携のお知らせ」を発表いたしました。今後はこの共同 
研究を積極的に推進し、有機エレクトロニクス技術の発展と当社の製造装置の売上増 
加を見込んでおります。なお、この膜封止技術の商業化実現により、有機ＥＬディス 
プレイは軽量化、薄型化、大型基板化、フレキシブル化への応用が加速するものと思 
われます。また、有機照明、有機太陽電池、有機半導体など、次世代技術としての活 

用を推進いたします。 

  （６）製品レンジ拡大への取り組みについて 
前期より取り組んでおります新たな事業の柱として、有機ＥＬ製造技術の応用によ

り「非シリコン系薄膜太陽電池製造装置」の分野にも進出しておりますが、一層強化

を図り、既存の有機ＥＬディスプレイ製造装置と共に事業の拡大を見込んでおります。

更に、既存の真空技術関連製造装置も営業体制を強化し、水晶デバイス・電子部品分

野への製造装置を拡販することで、売上・収益の安定を目指します。 

 

５． ご参考：前期の実績（平成１７年７月１日～平成１８年６月３０日） 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（７／１～12／31） ６，２９６ △ ３４  △ １１６ 

通 期（７／１～６／30） １３，８００ １３５  △ １５４ 

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

中間期（７／１～12／31） ４，６８７ △ ５１  △ １２７ 

通 期（７／１～６／30） １０，２２６ １１４  △ １７０ 

 

 

 

 ※なお、平成１９年６月中間期決算短信（連結・個別）につきましては、２月２２日を予定し



 

ております。 

以  上 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な 
要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な 
要因によって大きく異なる可能性があります。 


